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すばらしい環境でのびのびと…・・.

原峠保養園は、昭和18年結核療養所として開設、同24年児童福祉法により虚弱児施設として再

発足しました。同園は、小牧山の中腹にあり、周囲には、人家が一軒もなく山林に固まれた自然

環境のすばらしいところです。

現在、 2歳から 18歳までの45名が、朝、野鳥の声で目をきまし 1日の行動を始めます。勉強の

かたわら、農作業の手伝い、ヤギ、クジャク、ニワトリなどの動物の世話をするとともに、年上

の者が小さな子供たちのめんどうを見るなど、協調性や自主性をやしないながらのびのびと生活

を おくっています。(原峠保養園長)
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を 7月 1日仕)午前

9時から同12時まで、市役所 3階市長

室で行います。お気軽におでかけくだ
さ L、。

農地問題相談日
農地の問題で悩んでいる皆さん、 7

月 1日出午前 8時30分 から同12時 まで

市役所 2階農業委貝会事務局で「農地

問 題 相 談」を行います。お気軽におて

カ‘け一<1.ごきし、。
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市教育委員会が

審議会へ諮問

えつ_~ 769号 (;略説磁晶一一一広報

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学

校
の
児
童
、
生
徒
数
の
過
密
、
過
疎
を

な
く
し
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
り

よ
り
よ
い
学
校
教
育
環
境
に
よ
る
教
育

効
果
の
向
上
を
図
る
た
め
、
通
学
区
域

の
変
更
を
は
じ
め
、
学
校
の
統
廃
合
、

新
設
、
移
転
な
ど
の
計
画
案
を
た
て
ま

し
た
。

こ
の
計
画
案
を
三
月
市
議
会
で
制
定

さ
れ
た
条
例
に
よ
る
、
「
上
田
市
立
小
・

中
学
校
通
学
区
域
審
議
会
」
に
諮
問
し

年
内
に
答
申
を
受
け
、
来
年
度
実
施
で

き
る
も
の
か
ら
実
施
し
て
行
〈
予
定
で

す
。

769号、

方
幻
ま
で
百
二
十
五
円
、
十
立
方
幻
ま

で
二
百
五
十
円
め
二
本
だ
て
だ

っ
た
の

を
、
八
立
方
灯
ま
で
の
一
本
立
て
と
し

小
学
校
三
校
新
設

中
学
校
二
校
移
転
な
ど

十
三
校
の
通
学
区
域
を
変
更

こ
の
計
画
案
の
基
本
的
な
考
え
方
は

①
教
育
効
果
が
最
適
と
な
る
十
二

i
十

八
学
級
の
学
校
規
模
を
標
準
と
す
る
。

②
通
学
路
は
児
童
の
安
全
を
重
点
に
お

き
、
原
則
と
し
て
四
回
以
内
は
徒
歩
通

学
。
四
回
以
上
は
、
小
学
校
は
パ
ス
、

電
車
、
中
学
校
は
自
転
車
、
パ
ス
、
電

車
を
考
慮
す
る
。
③
地
域
住
民
の
声
を

で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
な
が
ら
地
域
の

発
展
性
も
考
慮
す
る
。
④
新
設
学
校
に

つ
い
て
は
、
学
習
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
へ
二
万
六
千
五
百
平
方
灯
か
ら
三

万
三
千
平
方
灯
の
敷
地
を
獲
得
す
る
方

針
と
す
る
。
⑤
統
廃
合
に
よ
り
生
じ
た

跡
地
は
、
他
の
公
共
施
設
な
ど
へ
の
転

用
を
考
、
え
る
な
ど
と
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
各
小

中
学
校
の
通
学
区
域
の
変
更
、
統
廃
合

や
新
設
な
ど
を
次
の
よ
う
に
計
画
帰
し

ま
し
た
。
(
太
字
は
新
設
、
移
転
新
設
)

マ
城
下
小
学
校

l
通
学
区
域
を
変
更
し

小
牧
、
諏
訪
形
、
須
川
、
中
村
、
三
好

町
、
御
所
、

朝
日
が
丘
と
し
ま
す
。

V
川
辺
小
学
校

1
通
学
区
域
を
変
更
し

上
田
原
、
川
辺
町
四
l
六
区
、
倉
升
、

神
畑
、
築
地
、
福
田
、
吉
田
、
東
築
地

立
方
れ
に
つ
き
、
五
十
三
年
七
月
一
日

か
ら
五
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
三
十

五
円
(
現
行
二
十
五
円
)
、
五
十
四
年

と
し
ま
す
o

v城
南
地
区
新
設
小
学
校
H
H
通
学
区
域

を
中
之
条
、
千
曲
町
、
川
辺
町
一

i
三

区
、
半
過
、
下
之
条
と
し
、
城
南
地
区

へ
建
設
し
ま
す
。

V
浦
里
小
学
校
、
室
賀
小
学
校
、
小
泉

小
学
校

l
統
合
の
た
め
廃
校
し
ま
す
o

v川
西
地
区
統
合
新
設
小
学
校

l
通
学

区
域
を
仁
古
田
、
岡
、
浦
野
、
越
戸
、

藤
ノ
木
、
下
室
賀
、
上
室
賀
、
小
泉
と

し
、
現
川
西
中
学
校
の
跡
地
へ
隣
接
地

を
買
収
し
て
建
設
し
ま
す
。

-v中
塩
田
小
学
校

1
通
学
区
域
を
変
更

し
、
上
本
郷
、
下
本
郷
、
五
加
、
東
五

加
、
中
野
、
上
小
島
、
保
野
、
舞
回
、

学
海
、
下
小
島
と
し
ま
す
。

V
西
塩
田
小
学
校
、
別
所
小
学
校
H
H
統

合
の
た
め
廃
校
し
ま
す
。

V
西
塩
田
、
別
所
地
区
統
合
新
設
小
学

校

l
通
学
区
域
を
八
木
沢
、
十
人
、
東

前
山
、
西
前
山
、
手
塚
、
新
町
、
山
田

野
倉
、
上
手
、

院
内
、
大
湯
、
分
去
と

し
、
西
塩
田
地
区
、
別
所
地
区
、
八
木

沢
地
区
の
通
学
距
離
な
ど
を
考
慮
し
た

場
所
に
建
設
し
ま
す
。

V
第
一
・
中
学
校

1
通
学
区
域
を
変
更
し

東
小
学
校
・
神
川
小
学
校
の
通
学
区
域

と
し
、
通
学
距
離
な
ど
を
考
慮
し
て
神

川
寄
り
に
移
転
新
設
し
ま
す
。

V
第
二
中
学
校

l
通
学
区
域

の
変
更
を

利
用
者
の
負
担
を
考
慮
し

下
水
道
使
用
料
金

三
年
間
で
段
階
的
に
改
訂
偶

六

月

市

議

会

提

案

市
は

「
上
田
市
下
水
道
使
用
料
金
審

議
会
」
か
ら
答
申
を
受
け
た
、
下
水
道

使
用
料
金
の
改
訂
を
六
月
定
例
市
議
会

に
提
案
し
、
可
決
さ
れ
れ
ば
七
月
一
日

か
ら
実
施
し
ま
す
が
、

利
用
者
の
皆
き

十
五
年
七
月

一
日
か
ら
四
十
五
円
と
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
三
年
を
か
け
て
改
訂
す

ノ¥

ん
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
五
十
五
年
ま

で
三
年
を
か
け
、
段
階
的
に
改
訂
し
て

行
き
ま
す
。

現
在
の
料
金
は
、
四
十
七
年
に
制
定

し
て
か
ら
六
年
間
据
、
ぇ
置
い
て
き
ま
し

下
水
道
を
使
用
で
き
る

皆
さ
ん
は
早
目
に

し
、
清
明
小
学
校
・
塩
尻
小
学
校
・
西

小
学
校
の
一
部

(新
町
、
西
脇
、
諏
訪

部
、
生
塚
)
の
通
学
区
域
と
し
ま
す
。

V
第
三
中
学
校

l
通
学
区
域
の
変
更
を

し
、
現
在
の
北
小
学
校
通
学
区
域
と
第

一
中
学
校
の
通
学
区
域
だ

っ
た
北
小
学

校

(上
川
原
柳
町
、
愛
宕
町
、
鍛
治
町

染
屋
の
一
部
)
・
西
小
学
校

(
一
部
を

除
く
)
の
通
学
区
域
と
し
ま
す
。

V
第
四
中
学
校
H
H
通
学
区
域
の
変
更
を

し
、
通
学
区
域
を
変
更
し
た
城
下
小
学

校
・
城
南
地
区
新
設
小
学
校
の
通
学
区

域
と
し
ま
す
。

V
川
西
中
学
校

l
通
学
区
域

の
変
更
を

し
、
通
学
区
域
を
変
更
し
た
川
辺
小
学

校
・
川
西
地
区
統
合
新
設
小
学
校
の
通

学
区
域
と
し
、
川
西
地
区
、
川
辺
地
区

の
立
地
条
件
や
環
境
を
考
慮
し
て
現
小

泉
小
学
校
跡
地
へ
建
設
し
ま
す
。

た
が
、
人
件
費
、
物
価
の
上
昇
と
と
も

に
、
施
設
の
拡
張
に
よ
る
維
持
管
理
費

が
増
大
し
た
な
ど
か
ら
、
下
水
道
事
業

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
使
用
料
金
の

改
訂
を
審
議
会
に
諮
問
、
審
議
会
の
委

員
の
皆
さ
ん
に
慎
重
な
審
議
を
い
た
だ

き
、
基
本
料
金
を
今
ま
で
二
本
立
て
で

あ
っ
た
の
を
一
本
化
す
る
な
ど
の
改
訂

を
行
い
ま
し
た
。

基
本
料
金
8
M
m
ま
で

日
年
度
は
削
円
に
改
訂

基
本
料
金
は
、
今
ま
で
一
か
月
五
立

八
%
の
普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
皆
き
ん
が
一
千

五
十
七
戸
あ
り
ま
す
。



き
る
も
の

か
ら
実
施
し
て
行
く
予
定
で

す
。

上
田
原、

川
辺
町
四
i
六
区
、
倉
升
、

神
畑
、
築
地
、
福
田
、
吉
田
、
東
築
地
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a
v主
同
川
、
。
T
4
u平
均
h
も
ま

で
二
百
五
十
内
め
二
本
だ
て
だ
っ
た
の

を
、
八
立
方
幻
ま
で
の
一
本
立
て
と
し

五
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
五
十
四
年
六

月
三
十
日
ま
で

二
百
八
十
円
、
五
十
四

年
七
月
一
日
か
ら
三
百
二
十
円
と
段
階

的
に
改
訂
し
て
行
き
ま
す
。

超
過
料
金
は
、
三
十
立
方
灯
ま
で
一

立
方
U
に
つ
き
、
五
十
三
年
七
月
一
日

か
ら
五
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
三
十

五
円

(
現
行
二
十
五
円
)
、
五
十
四
年

七
月
か

ら
四
十
円
に
、
三
十
立
方
灯
を

超
え
る
場
合
は
、
一
立
方
灯
に
つ
き
五

十
三
年
七
月
一
日
か
ら
五
十
四
年
六
月

三
十
日
ま
で
三
十
五
円
(
現
行
二
十
円
)

五
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
四
十
円
、
五

表

料 金 ( 1か月)

基本料金 超 過 料 金

1 m'につき 1 m'につき 1 m'につき
水量料 金 水量

( 55 34 年年67月月 1 日~ (54 年年7 月月 1 日~ (55年7月1日
30日) 55iF-6 r! 30日) から )

53~年 7 月 1 日 から 8 m'を超

54年6月30日まで 280円 え30m'ま 3 5同 4 0同 4 0円

での部分

西主
8 m' 

まで

30m'を超

用 54年7月1日から 320円 3 5円 4 0円 4 5円

える部分

公衆
1 m'につき 5 円

浴場用

え

水道使用料 金 改 訂
(53年7月1日-55年7月1日までの改訂料金)

つ一(3)一一ー一昭和53年 6月16日 広報

下

に
提
案
し
、

可
決
さ
れ
れ
ば
七
月

一
日

か
ら
実
施
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ

現
在
の
料
金
は
、
四
十
七
年
に
制
定

し
て
か
ら
六
年
間
据
え
置
い
て
き
ま
し

十
五
年
七
月

一
日
か
ら
四
十
五
円
と
利

用
者
の
皆
き
ん
に
大
き
な
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
三
年
を
か

け
て
改
訂
す

る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

公
衆
浴
場
用

の
使
用
料
に
つ
い
て
は

公
衆
浴
場
の
経
営
状
況
な
ど
を
配
慮
し

て
現
行
使
用
料
で
据
え
置
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

下
水
道
を
使
用
で
き
る

皆
さ
ん
は
早
目
に

水
洗
化
し
よ
う

下
水
道
使
用
可
能
の
自
治
会
は
三
十

一
自
治
会
で
、
一
戸
数
回
千
三
十
七
戸
と

な
っ
て
い
ま
す
(
臼
年
4
月
初
日
現
在
)

こ
の
う
ち
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
二
千
九
百
八
十
戸
、
七
三
・

アメシロカ£

発生しています

山で徹底 E

気
候
の
変
動
な
ど
か
ら
前
年
に
比
べ

る
と
、
幼
虫
の
発
生
は
や
や
遅
れ
て
い

ま
す
が
、
「
ガ
」
の
発
生
状
況
か
ら
、
例

年
よ
り
発
生
量
は
多
発
型
と
な
り
そ
う

で
す
。

「
ガ
」
を
捕
殺
し
よ
う

一
匹
で
ニ
千
匹
の
幼
虫
退
治

い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
第

一
化
期
の
発
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
冬
を
越
し
た
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
サ
ナ
ギ
が
「
ガ
」
と
な

っ
て

飛
び
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の

「
ガ
」
は

写真は、産卵するガ(右上)ふ化したば

か ηの幼虫(中)、と卵(左)。 ガは純白

で体長は2cmぐらいです。

R
叫
合
吋
同
H
M
ι
k
"

“円
r十

Ln

両
U

『
雪
国

八
%
の
普
及
率
と
な

っ
て

い
ま
す
が
、

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
が
一
千

五
十
七
戸
あ
り
ま
す
。

健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
下
水
道
を

一

日
も
早
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
事
業
は
、
皆
き
ん
が
納
め
る

使
用
料
金
に
よ
っ
て
行
う
の
が
正
し
い

姿
な
の
で
す
。

一
匹
で
八
百
か
ら
二
千
粒
と
た
く
さ
ん

の
卵
を
生
み
ま
す
。

「
ガ
」
は
、
夜
に
な
る
と
外
燈
や
明

る
い
家
の
窓
な
ど
に
集
る
性
質
を
持

っ

て
い
ま
す
の
で
、
夜
、
家
の
周
囲
な
ど

を
見
回
り
、
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
。
捕
殺

す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
百
か
ら
二
千
匹

の
幼
虫
を
退
治
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ガ
」
は
、
写
真
出
の
と
お
り
で
す

が
全
身
ま

っ
白
で
、
頭
部
が
い

く
ら
か

赤
黒
い
色
を
お
び
て
い
ま
す
。
体
長
は

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
で
、
羽
を

広
げ
る
と
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い

に
な
る
比
較
的
小
型
の
「
ガ
」
で
す
。

自
分
の
樹
木
は

早
目
に
徹
底
防
除

一
化
期
の
幼
虫
は
、
木
の
下
校
に
巣

を
つ

く
り
ま
す
の
で
、
各
自
治
会
で
定

め
た
一
斉
撲
滅
デ
ー
を
重
点
に
、
早
自

に
自
分
の
所
有
樹
木
を
点
検
し
て
、
徹

底
的
に
「
ア
メ
シ
ロ
」
を
捕
殺
、
焼
殺

し
ま
し
ょ

、っ
。



ツ
カ
ー
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

入
場
を
ま
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

だ 昭和53年・6月16日ー一一ーベ4トー

市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
と
し
て
、
五

十
六
年
完
成
を
目
指
し
て
い
る
「
上
田

市
自
然
運
動
公
園
」
の
第
一
期
工
事
プ

ー
ル
ゾ

l
ン
が
完
成
、
六
月
二
十
四
日

出
午
前
十
時
に
開
園
、
水
し
ぶ
き
を
あ

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
一
周
約
二
百
四
十
日
、
幅

八
メ
ー
ト
ル
の
流
水
プ

ー
ル
、
高
き
、

六
日
、
滑
り
台
の
長
さ
二
十
七
灯
の
ス

ラ
イ
ダ
ー
プ
l
ル
、
児
童
用
の
徒
渉
プ

ー
ル
、
幼
児
用
の

円
型
プ
ー
ル
に
水
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
管
理
棟
内
の
男
女

ロ
ッ
カ
ー
室
に
合
計

一
千
二
百
個
の
ロ

えつ_~ 769号 (貯縦縦)一一広報

みんなで楽しく水しぶきをあげよう

24日流水・スライダLフ同レオーフシ

幻
自
か
ら
は
有
料

大
人
二
百
円

中
学
生
以
下
百
円

開
園
す
る
六
月
二
十
四
日
出
は
、
午

前
十
時
か
ら
開
園
式
を
行
い
、
午
後
一

時
か
ら
一
般
開
放
し
ま
す
が
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
二

十
五
日
側
、
二
十
六
日
聞
の
三
日
間
は

無
料
開
放
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
大
勢
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

んぷ .，. ，~ 
<24日(土)午後・25，日(日)・'26i日何無料開

水が入 札開園を待つばかりのプールゾーン(写真左手前が幼児用

プール、その上が流水プール。右側は2階カ、らプールへおηるローカ)

の
か
か
る
ロ
ッ
カ
ー
は
、
百
円

コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
七
十
六
個
、
貴
重
口
町
周
五
十

円
コ

イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
二
十
四
個
の
計
百

マ
水
中
メ
ガ
ネ
な
ど
浴
水
用
具
は
使
、ぇ

ま
せ
ん
。

マ
タ
オ
ル
、
て
ぬ
ぐ
い
な
ど
水
泳
に
直

巴
===三一三三一一一===========一三=========三======一=一==一=====一-一一一一==一====三三==================三===========
========主主
==============-保

川

縁
深
き
自
然
環
境
に
親
し
み
な
が
り
ま
す
。

が
ら
思
う
存
分
泳
ぎ
、
体
力
の
地
進
州

州

、旬
、
心
身
の
健
康
を
増
進
し
、
自
然
新
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
林
か
ら
小
鳥
と
心
の
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
大
い
州

州
科
学
に
対
す
る
興
味
を
養
う
な
ど
明
の
さ
、
え
ず
り
が
聞
え
る
プ

l
ル

ゾ

|

に

活

用

し

て

く

だ

さ

い

。

州

州

る
く
健
康
な
町
づ
く
り
の
一
つ
と
し
ン
は
、
水
と
空
と
縁
と
が
調
和
し
き
こ
の
自
然
運
動
公
園
は
、
五
十
六
州

川

て
、
塩
田
下
之
郷
地
籍
に
ス
ポ
ー
ツ
わ
や
か
に
映
、
え
て
お
り
ま
す
。

年
完
成
を
目
指
し
て
、
五
十
メ
|
ト
州

川

リ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

の

総

合

施

設

、

こ

の

環

境

に

め

ぐ

ま

れ

た

プ

ー

ル

ル

の

競

泳

プ

l
ル
、
運
動
広
場
、
体
州

州

「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」
の
建
は
、
今
ま
で
の
競
泳
プ
ー
ル
と
ひ
と
育
館
そ
し
て
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
州

州

き

わ

違

い

、

水

の

流

れ

て

い

る

約

二

よ
ぶ
家
族
ず
れ
で
散
策
で
き
る
遊
歩
川

川

lleu-3jι

山

¥
一環
揚
縁
組
閣
，

プ

!
ル
ゾ
!
ン
完
成
を
祝
っ
て

山

川

務

幽
場
ぺ

ι

丸詩
編
務
d
lA脳
糊
緩
縁
組
園
田
F
1
4

S

H

I

I
 

ー

山

劇

抑

協

七

日

明

上

田

市

長

石

井

泉

川

州

議
綴
約
繍
駅
務
綴
湾

川

i
s
g〓
1

百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
流
水
プ

l
ル
道
等
の
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
川

酬
設
を
昨
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
ス
ベ
リ
台
の
っ
こ
の
公
園
建
設
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
削

馴

し
た
が
、
こ
こ
に
「
や
ま
び
こ
国
体
」
い
た
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、
そ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
各
位
に
酬

酬

と
合
わ
せ
て
第
一
期
工
事
の
プ

ー
ル

楽

し

い

水

遊

び

が

で

き

る

児

童

用

、

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も

酬

酬
ゾ
1

ン
が
開
園
で
き
ま
す
こ
と
は
、
幼
児
用
プ
ー
ル
と
変
化
に
と
ん
で
お
に
、
全
圏
完
成
の
日
を
一
日
も
早
く
酬

州
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
皆
さ
ん
と
と
り
ま
す
。
夏
の
太
陽
を
い

っ
ぱ
い
に
迎
え
皆
様
の
ご
期
待
に
添
い
た
い
と
州

酬
も

に

喜

び

に

た

え

な

い

と

こ

ろ

で

あ

受

け

、

す

ば

ら

し

い

自

然

に

浸

り

な

思

い

ま

す

。

…

…

二
十
七
日

ωか
ら
は
、
有
料
と
な
り

ま
す
の
で
、
管
理
棟
北
側
の
入
場
券
発

売
所
で
大
人
二
百
円
、
中
学
生
以
下
百

円
の
入
場
券
を
お
貿
求
め
の
う
、ぇ
入
場

し
て
く
だ
さ
い

。

開
園
は

午
前
九
時

三
十
分
か
ら
と

午
後
一
時
か
ら
の
交
替
制

開
問
時
聞
は
、
午
前
九
時
三
寸
分
か

ら
同
十
二
時
三
十
分
ま
で

の
午
前

の
部

と、

午
後

一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
の
午

マ
立 し ず
入 よ な
禁 う ど
止 。は
の決
場め
所 ら
にれ
はた
絶所
対 へ
に す
入 て

らま

後
の
部
の
交
替
制
で
す
。

駐
車
場
は
刷
台
が
限
度

電
車
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

自
動
車
で
来
因
さ
れ
る
皆
き
ん

の
た

め
に
管
理
棟
前
、
ひ
ょ
う
た

ん
池
北
側

プ
l
ル
ゾ

l
ン
東
側
に
合
計
六
百
台
分

の
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
が

、
土

・

日
町
目
、
祭
日
、
夏
休
み
な
と
は
か
な

り
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
上

国
交
通
別
所
線
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

選
挙
区
と
定
数
は
、
左
表
の

と
お
り

で
す
。

〈
投
票
で
き
る
人

ま
す
。

同
電
車
で
上
田
駅
か
ら
大
学
前
駅
ま

で
約
十
五
分
、
同
駅
下
車
、
上
回
女
子

短
期
大
学
、
長
野
大
学
の
前
を
通

っ
て

プ
l
ル
ま
で
約
十
分
、
準
備
体
操
を
兼

ね
て
歩
く
に
は
ほ
ど
よ
い
距
離
で
す
。

ロ
ッ
カ
ー
に
「
カ
ギ
」
は

あ
り
ま
せ
ん

貴
重
品
は
自
分
で
管
理

更
衣
室
に
は

、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
六
百

個
の
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
が

、
カ
ギ



-

の
か
か
る
D

Y

カ
|
旬
、
百
円
コ
イ
ン

号

ロ

ゾ
カ
|
七
十
戸
個
、
火
金
口
問
用
五
十

向日日
山
円
コ
イ

ン
ロ

y

カ
|
二
十
四
個
の
計
百

第
個
づ
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
入
場

一
者
が
多
い
場
合
、
貴
重
口
聞
の
保
管
は
無

一
理
と
恩
わ
れ
ま
す
。
貧
重
品
は
、
一
人

一
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
く

一
だ
さ
い
。
管
理
事
務
所
で
は
、
原
則
と

制
御
し
て
貴
重
一
回
聞
は
預
か
り
ま
せ
ん
。

腕
J
』

e
l
 

ル
ー
ル
を
守
り
み
ん
な
で

楽
し
く
泳
ご
う

え

こ
の
プ
ー
ル

ゾ
l
ン
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
も
の
で
す
。
み
ん
な

が
楽
し

く
遊
べ
る
よ
う
次
の
こ
と
を
守
り
市
民

み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
家
族
ず
れ
で
来
場
さ
れ
た
時
は
、
一

家
族
一
ロ
ッ
カ
ー
で
利
用
し
ま
し
ょ

よ
ゾ
。

マ
小
学
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
大
人
と
一

緒
で
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

マ
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
入
場
券
を
お

求
め
の
と
き
身
分
証
明
書
一
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

マ
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
、
必
ず
準
備
体

操
を
し
、
消
毒
そ
う
に
入
り
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

マ
わ
る
ふ
ざ
け
を
し
た
り
、
プ

ー
ル
に

飛
び
込
む
な
ど
他
人
に
迷
惑
の
か
か

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
「
ク
ツ
」
「
サ
ン

ダ
ル
」
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
し

し
ま
し
ょ
う
。

つーベ5ト一一一一昭和53年 6月16日 広報

ら
同
十
二
時
三
十
分
ま
で

の
午
前

の
部

と
、
午
後

一
時
か
ら
同
四
時
ま

で
の
午

マ
水
中
j

方
、平
な
ど
治
水
用
具
は
使
、え

す

な

ど

は

決

め

ら

れ

た

所

へ

す

て

ま

ま

せ

ん

。

し

よ

う

。

マ
タ
オ
ル
、
て
ぬ
ぐ
い
な
ど
水
泳
に
直
マ
立
入
禁
止
の
場
所
に
は
絶
対
に
入
ら

接
関
係
の
な
い
も
の
を
プ
ー
ル
に
入
な
い
で
く
だ
さ
い
。

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
マ
場
内
で
は
係
員
の
指
示
に
し
た
が
っ

マ
タ
バ

コ
の
吹
い
が
ら、

ゴ
、、¥

紙
く

て

く

だ

さ

い

。

七
月
十
四
日
投
票

農
業
委
員
の
選
挙

七
月
四
日
告
示

上
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
を
七
月
四
日

ωに
告
示
し
、
同
十
四

日
幽
に
投
票
を
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
の

一
部

を
用
い
て
行
い
ま
す
の
で
、
選
挙
違
反

な
ど
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
「
明
る
く

正
し
い
選
挙
」

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
は
、
入
場
券
に
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
間

違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

り
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
上

国
交
通
別
所
線
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

選
挙
区
と
定
数
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

〈投
票
で
き
る
人
(
選
挙
権
)
〉

今
年
一
月
一

日
現
在
で
作
成
し
た
、

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に
の

っ
て
い
て
、

七
月
十
四
日
現
在
、
上
田

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま

す。
こ
の
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。
(
一
月
に
申
請
書
を
出

き
な
か
っ
た
人
)

〈
立
候
補
で
き
る
人
(
被
選
挙
権
)
〉

投
票
で
き
る
人
と
同
じ
く
「
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に
の
っ
て
い

る
人
で
な
け
れ
ば
立
候
補
で
き
な
い
こ

と
が
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
選
挙
運
動
〉

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
用
い
て
い
ま

農業委員会委員選挙の選挙区および定数

選の挙区分区 選 挙 区 σ〉 区 域 選定き挙委貝す数べの

し陸陣E日上三城神六丁岡市二の丸常、常鰐緯線 丁目常常盤盤竣二丁緑丁施央、央、中目常央西、一前が中目磐常丘丁央北、に
三丁目緑、 城四丁目目縁、 城五丁目
丁目、 が丘一丁 が

目了、天神一丁目、天神二了
四 回 大 手 一 丁 目 、 大 手

中目央二丁失六目丁、中目央三中丁失東目4区t( ; 
住吉、及中 ぴ古里であった地

第l区 目丁、中央中央北ー二丁目常、中央 西 4人
西一丁目、回一丁 丁

除 〈 踏入一丁目 、踏入 居

前に字居国分であ った大区域 び

目。和)(住表示実字及施前入に 字 た
十械を除、秋〈 並、上び塩に大尻 常び下塩、上尻の回

第2区
l怖比防上字久図っ市た踏入二丁及目び国区、林(域住分之居)郷並表丁示目実(住施居字前表に大示字実国施岩区分前でに

6人
保国分地、国域で分)あ、った びに大 大漆屋、 域下、

芳回 殿城及び戸の

富岡で市あ中っ耕た区域(住)、居古(た材旧表区里神木域示で町科時)あ二村及っ丁)前及ぴき目常区にび(犬住字居佐表官示及施住大ぴ古前居字
第3区 里であ っ 入一丁目実( 5人

同田LこK隻示大野字実施古古前に大字 減吉)並びに
里，上回 住の区域

第4区民官f之及回肺…市条横、神山畑 z築農地、 泉及(字日向、 和区域合、 町小 5人
ぴ を除 <.)、 福田ぴ吉田の

第5区 富の田市区域大字十人 新町、前山 手塚 山田及び野 3人

第6区 ~木田市沢大及字び別本郷所温、五泉加の区、域中野、 小島、保野、 舞回 5人

第7区 ~田市大字富士山 、 古安曾及ぴ下之郷の区域 4人

第8区 L障同K賀区田域市及大び字小浦泉野(第、4問区、の仁小古泉田に、属越す戸る、区上域室を賀除 〈下。)
5人

更
衣
室
に
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
六
百

個
の
ロ

ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ギ

す
の
で
、
買
収
・
饗
応
(き
ょ
う
お
う
)

.
戸
別
訪
問
な
ど
の
違
反
が
あ
れ
ば
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
立
候
補
届
説
明
会
〉

六
月
二
十
四
日
出
午
前
九
時
か
ら
市

役
所
六
階
会
議
室
で
行
い
ま
す

の
で
、

立
候
補
予
定
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
者
は
、

一
立
候
補
予
定
者
に
つ
き
二
名
以
内
と

し
ま
す
。
内
容
は
、
立
候
補
届
な
ど
の

手
続
き
、
選
挙
運
動
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
こ
ま
か
く
説
明
し
ま
す
。

〈
立
候
補
届
〉

七
月
四
日

ω、
五
日
附
の
二
日
間
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
す
。
立
候
補
届
の
事
前
審
査
は
、
六

月
三
十
日
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

い
ま
す
。

〈
不
在
者
投
票
〉

七
月
四
日

ωか
ら
七
月
十
三
日
同
ま

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
市
役
所
四
階
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
行
う
と
き
は
、
印
鑑

と
入
場
券
(
届
い
て
い
る
と
き
)
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

各
投
票
所
に
は
、
候
補
者
名
の
掲
示

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
す
る
時
は
、

候
補
者
名
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
宮
@
四

一
O
O
内
線
五
七
一
有
線
②

O
九
O
こ
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費生民

769号ー

昭和52年度下半期

市
民
の
皆
き
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
上
半
期

と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
内
容
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

五
十
二
年
度
の
下
半
期
(
五
十
二
年

十
月
一
日
か
ら
五
十
三
年
三
月
三
十
一

日
)
の
財
政
状
況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ

や
表
に
あ
ら
わ
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
き
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注

l
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
は
万
円
以

下
切
り
す
て
。

主
な
事
業

神川第二・梅が丘保育園(写真)の増築、乳児保育

補助金など保育環境の充実、老人、身障者への諸施

策、 中央解放会館建設などの同和対策事業など住民

福祉の向上に力が注がれました。

j所小学

3学校の

=校施設

5 ft 

歳 入

総予算額 124f意2，064万円
(100%) 

総収入済額 93億 2，426万円
(75.1%) 

仁二コ収入済額

10憧

611"，103方向

3・7，865方向

5ft 

市税

地方交付税

国庫支出金

市償

蹄収入

県支出金

骨担金
および負担金

財産収入

繰越金

使用料
叫 U手数料

その他

特別会計下半期収支状況

歳出

総予算額 391曹3，011万円
(100%) 

総支出済額 29i章4，568万円
(75.0%) 

置輯予算額

亡コ支出済額

(昭和53年 3月31日現在)

滋 入

総予算 額 391軍3，011万円
( 10日%)

総収入済額 27j意1，445万円
(691%) 

Eコ 予 算 額

仁コ 収入済額

日現在)

積

民生費

土木費

総務費

教育費

商工費

農林
水産蝶貴

公債費

衛生費

消防費

限会費

その他

J.L 

金

五

O
、

二

一

五

万

円

一時借入金

(昭和53年 3月31日現在)

160，000万円

{一般会計 120，0∞万円

内訳{同和会計 20，000万円

l下水道会計 20，000万円

(単位万円)

区 分 金 額 単位万円 区 分 議決額 実負担額

一般会計現在高 341，655 一般会計現在高 631，612 255，043 

特別会計現在高 171.096 特別会計現在高 。 。
企業会計現在高 。 。

企業会計現在高 240.452 産水院道 4，926 
235，526 計 631，612 255，043 

」ーー一一 計
753，205 00議実決負額担額は議は会実際で承に認負担きすれたる額限度額

〔参考〕山

債務負担行為(昭和53年 3月31日現在)地方債現在高 (53年 3月3旧現在)

1，763 

t，330 

>，341 

~， 752 
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土

神川

補助金

策、 中

福祉の

亡コ

2憧5

2檀8

一
二
五
万
円

一
、
四
九
六
、
九
四
八
耐

一
一
、
八
七
一
万
円

有

{面

一般会

特別会

企業会

川辺小学校の増改築、別所小学

校低学年用プール、第一中学校の

音楽室新築(写真)など学校施設

の充実が図られました。

住
宅

十
A
V

t
q
 

二
ハ
、
九
二
ハ

二
三
九
、
二
八
八
百

一
二
二
凶

(単位万円)

区 分 一般会計 特別会計 ム口、 計

昭和 52年 9 月末現在高 351，192 172，571 523，763 

昭和昭5和2年10月 1日から 4，330 。 4，330 53年 3月末日までの借入額

昭和昭5和2年5310月 1末日から 13，867 1，474 15，341 
年 3月 日までの償還額

差引現在高 341，655 171，096 512，752 

証

券

二
二

O
四
九

九
四

O
M

O
六

O
耐

借入現在高 160，000万円

[一般会計 120，000万円

内訳{同和会計 20，000万円

l下水道会計 20，000万四

地方債現在高(昭和53年 3月31日現在)

(昭和53年 3月31日現在)

金

積

JL 

五
O
、

毎ft今¥選挙の知識
v礎~②

寄付の禁止 三
1 公職にある人は、国・県・市町村に寄芸

イ寸をすることはできません。 三

2 お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝、 三
出産祝、お祭りなどの寄付、せんべ三

つなど いままで慣行として行われ三

ていたものもできません。 三

3 行事に招かれたとき、その会費と認歪

められる場合は良いが包金をおくこ三

とはいけないとされています。 三

4 結婚式などに招かれたとき、会費制三

の場合はその会費、それ以外のとき三

は、だされた料理代などに見合う実圭

費程度の金額は認められます。 至
5 候補者等は、選挙区内の他の選挙の圭

候補者等に政治献金や選挙献金はで三

きません。 三

6 候補者等の名人れのうちわやカレン三

ダーを贈ることはできません。 三

7 正月など自宅に来た人に酒食を出す三

ことはできません。 三

8 お年玉っき年賀状をだすことはよい三

が、選挙に関係する内容などを書い三

てはいけません。 三

9 町内会やその他の団体などで催物の三

プログラムなどを作成、そこへ名刺三

広告をだすとき、協賛金や賛助金に三

該当する場合は禁止されます。 三

10色紙の贈呈は、差し出されたものに三

サインをすることはよいが、自分で三

色紙を買ってそれにサインをして贈三

ることはいけません。 三

11寄付は、親族 (6親等内)政党、その三

他の政冶団体にする場合はよいとさ三

れ ていますが、全面的に認められて三

いるわけではありません。 三

町の = 
チビッ=

入口が

三好町のチヒ

回スイミンク

ロが今までσ:
側に変わりま

竺ください。

ツ問

い4ト剤 、約50m-寸 l 

吉原高底 1 酉沢衣料底 11 

t チピンコ 11 
新 1 プーレ 11 
L 11 / 11 

入"-1 1・・11 111. 
ロ干ー・L../.ー_j1 I'~ 

土

地

建

物

財産表

山

建敷

物地

市営住宅下之郷団地(写真.4棟

19戸)の建設、自然運動公園のプ

ール建設、道路の新設、改良工事

などが進められてきました。

一時借入金

(昭和53年 3月31日現在)

債務負担行為
(昭和53年 3月31日現在)

担負実

三好R

|フールの

変りました

ッコプールは、東側に

センターができたため

東側から下図のように

した。利用される皆き

んは、ご注:も

至原峠

上回スイミング
センター
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サ
ラ
リ
ー

ザラリーロージ
を
え • 考

ロ
ー
ン
と
は

サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
と
は
、
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
、
主
婦
、
学
生
な
ど
を
対
象

に
簡
単
な
手
続
き
で
十
万
円
程
度
の

小
口
資
金
を
貸
し
て
い
る
も

の
を
い

い
ま
す
。

こ
の
利
用
者
は
、
借
金
の
返
済
や

生
活
資
金
、
遊
興
費
な
ど

の
た
め
に

借
り
る
人
が
多
く
、
借
入
れ
る
時
に

利
息
な
ど

の
借
入
れ
条
件
を
じ
ゅ

う

ぶ
ん
考
、
え
な
い
で
利
用
し
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。

169号 ー

帳
簿
な
ど

へ
記
入
し
、
返
済
の
事
実

を
は

っ
き
り
き
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

利
息
制
限
怯

舟
計

!算
片
出
比
例
風

最
近
、
市
民
を
対
象
に
し
た
融
資
で

「サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
」
「
消
費
者
金
融
」

な
ど
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

こ
の
融
資
の
特
徴
は

、
身
分
を
証
明

す
る
も
の

(健
康
保
険
証
な
ど

)
を
提

示
す
れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で
「
現
金
」

を
借
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ

の

反
面
、
返
済
方
法
も
考
、え
ず
に
安
易
に

借
り
、
高
い
利
子
の
た
め
返
済
で
き
ず

業
者
と
ト
ラ
ブ
ル

を
起
し
た
り
、
悪
質

業
者
の
脅
迫
な
ど
で
家
庭
が
混
乱
す
る

な
ど
大
き
な
社
会
問
題
に
も
な

っ
て
い

ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
ロ

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
サ
ラ
リ
ー
ロ

ー
ン
の
借
金
に
困
り
、
家
を
売

っ
た
り

会
社
を
や
め
た
り
、
夜
逃
げ
を
す
る
な

ど
善
良
な
市
民
の
み
じ
め
き
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
は
減
少
す
る

ど
こ
ろ
か
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、

こ
れ
を
反
映
し
て
か
返
済
方
法
な
ど
の

相
談
も
増
え
て
い

ま
す。

サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
を
利
用
す
る
場
合

サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
を
利
用
す
る
時
は

返
済
方
法
な
ど
良
く
考
え
て

サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
を
利
用
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
利
息
の
計
算
を
し
て

「
返
済
金
が
い
く
ら

に
な
る
か
」

「ど

の
よ
う
な
方
法
で
返
し
て
行
く
の
か
」

「
自
分
に
そ

の
返
済
能
力
が
あ
る
か
」

な
ど
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
考
え
て
か
ら
借

り
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

昭
和
三
十
九
年
と
四
十
三
年
に
出
き

れ
た
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
借
受

人
に
保
護
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。こ

の
判
決
で
は

「
借
受
人
が
利
息
制

限
法
を
こ
え
る
利
息
、
損
害
金
を
任
意

に
支
払

っ
て
い
た
場
合
は
、
そ
の
超
過

分
を
残
り
の
元
金
に
あ
て
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
ほ
か
、
元
金
が
計
算
上
で

完
済
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
後
に
返

済
し
た
利
息
は
返
還
請
求
で
き
る
」
と

新
し
い
判
断
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
裁
判
な
ど
に
解
決
を
持
ち

こ
ま
な
い
で
す
む
よ
う、

利
用
す
る
場

合
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
怠
し
、
よ
く
考
、
え

て
か
ら
借
り
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
九

書
替
、
え
る
と
、
利
息
は
雪
だ
る
ま
式

に
増
え
ま
す
か
ら
、
一
年
以
内
の
未

ー
ン
の
注
意
事
項

は
、
次
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
み
じ
め

な
患

い
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
サ
ラ
リ
ー
ロ

l
ン
の
広
告
は
、

利
用

者
に
誤
解
を
与
、え
る
よ
う
な
過
当
広

告
も
見
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
は
広
告

と
か
な
り
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
入
会
金
や
調
査
料
な
ど
を
請
求
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が

、
こ
れ
ら
は
利

息
と
み
な
さ
れ
、
こ
れ
を
含
め
利
息

制
限
法
で
き
め
ら
れ
て
い
る
利
息
を

超
え
る
請
求
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

③
金
利
や
返
済
期
日
な
ど
を
記
入
し
な

い
ま
ま
借
用
契
約
書
を
取
り
か
わ
す

と
、
後
で
約
束
と
違
う
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
約
束
の
事
項
を

記
入
し
た
「
写
し
」
や
「
控
、ぇ
」
を

と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
約
束
ど
お
り
返
済
で
き
な
い
と
借
入

れ
ま
で

の
甘
い
言
葉
と
違

っ
て
、
脅

迫
さ
れ
た
り
、
暴
力
を
振
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
と
き

は
、
具
体
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
裁

判
所
な
ど
へ

訴
え
ま
し
ょ
う
。
家
財

道
具
な
ど
を
か
つ
て
に
運
び
だ
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
メ
。

⑤
息
子
の
借
金
は

、
親
に
支
払
い
の
義

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

「
金
融

(
借
入
、
契
約
、
利
息
、
繋

理
な
ど
)
」
「
売
買
」
「
取
引
」
「
借
地
」

「
借
家
」
「
自
動
車
事
故
」

「
農
地
」

「
家
庭
」
「
相
続
」
「
環
境
」
「
行
政
」

な
ど
の
ご
相
談
は
、
次
の
市
の
無
料

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
相
談

l
随
時
、
担
当
者
は
市

職
員法

律
相
談

l
毎
月
第
二
、
第
四
金

曜
日
、
市
内
の
弁
護
士
が
担
当
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
市
民
課
市
民
相
談
室
(
宮

@
四
一

O
O内
線
二
七
二
)

務
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
連
帯
保
証
人
で
な
い
限
り
、

支
払
う
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
の
借
金
の
場
合
は
、
借
金
も
相

続
さ
れ
る
の
で
時
効
に
な
ら
な
い
限

り
、
親
が
死
ん
だ
場
合
、
子
供
や
、

配
偶
者
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
親
の
死
後
三
か
月

以
内
で
あ
れ
ば
、
相
続
の
放
棄
や
相

続
財
産
の
範
囲
内
で
相
続
す
る
手
続

き
が
と
れ
ま
す
。

⑥
利
息
を
支
払
う
場
合
は
、
必
ず
そ
の

場
で
領
収
書
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う。

靖
求
し
て
も
領
収
舎
を
出
し
て
く
れ

な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

金
銭



て
カ‘
ら
f昔
り
る
ょ
っ

し
ま
し
ょ
7 

... ・・・・・・・

と
は
叩
き
ま
咽
ん
。

⑤
息
子
の
借
金
は
、
親
に
支
払

い
の
義

請
求
し
て
も
領
収
書
を
出
し
て
く
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
金
銭

ー第 7
だ一一一(貯溢itAii喜) 第 769号一

も
多
い
よ
う
で
す
。

帳
簿
な
ど
へ
記
入
し
、
返
済
の
事
実

を
は

っ
き
り
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

利
息
制
限
法
で
計
算
す
れ
ば
利
息

が
支
払
い
済
み
の
と
き
は
、
債
務
不

存
在
の
手
続
き
を
と
っ
て
確
認
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑦
未
払
利
息
を
元
金
に
含
め
る
証
書
に

えつーベ9トーー一一昭和53年 6月16日 広報

一億円を寄付 きれた

山浦さんm胸像完成

昨年、信濃国分寺史跡公園に

建設する「資料館」の建設資金

にと若いころから倹約して貯蓄

されてきた 1億円をご寄付いた

だいた、 山浦国嗣さん(89歳)の

胸像が完成、 5月27日市長室で

ブ ロ ンズ製の胸像と対面されま

ま
す
。

こ
の
判
決
で
は
「
借
受
人
が
利
息
制

書
替
、
え
る
と
、
利
息
は
雪
だ

る
ま
式

に
増
え
ま
す
か
ら
、
一
年
以
内
の
未

払
い
利
息
を
安
易
に
書
替
、え
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
脅
迫
な
ど
に
よ
り

書
替
え
を
き
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
玄
す
。

した。

この胸像は、「山浦さんが丈夫

なうちに、おネしを汗3でμあらわし

たし、」との石井市長の考えから、県展で知事賞を受けたこともある、彫刻家の滝沢

石市教育長が心をこめて製作しました。 この胸像は、「資料館」が完成後、山浦さん

の篤をたたえ宣宮内に飾ります。

ブロンズ像と対面する山浦さんご夫妻(手前)と

石井市長(後左 )、 滝沢教育長(後右)

1300人でに ぎわった

利

器息
と
は

に
適
用
さ
れ
る
利
息
で
も
年
二
O

%

に
制
限
さ
れ
、
こ
れ
以
上
の
利
息
の

請
求
は
民
事
事
件
と
し
て
無
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
資
の
受
入
れ
お
よ
び
利

利
息
制
限
法
で
は
、
十
万
円
未
満

第 9回歯の健康を守る県民のつど い

6月 4臼虫歯予防デーの目、市民

会館で、第 9回歯の健康を守る県民

のつどいが聞かれ、約1300人の参加

者でにぎわいました。

このつどいでは、歯科医師会の医

師の皆さんによる歯の無料検診、歯

科衛生士による、歯のみがきかた、

虫歯の予防相談などが行われ、ちい

きな子供さんをつれたお母さん方で

大変なにぎわいでした。 午後の大会 県|位になった竹内さん母子(左)

では、市内中央四丁目 の竹内文子さん (29歳)潤ちゃん(3歳)が母と子の良い歯コン

クールで県下 l位となり、全国コンクール大会に出場します。

息
制
限
法
に
関
す
る
法
律

(一

般
に

出
資
法
と
い
わ
れ
て
い
る
)
に
き
め

ら
れ
て
い
る
、
年
一
O
九
・
五
%
を

超
え
る
利
息
の
請
求
は
、
刑
事
事
件

と
し
て
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

5月30日、戦時中の慰問袋に入っていた写真ーが縁になり、兵庫県豊岡市の中井貫ー

さん(63歳)、が市内天神 1丁目の阿部ったゑさん(55歳)と 37年ぶりに初対面されま

した。

昭和16年に中国の上海警備隊にいた中井

さんのところへ、見知らぬ阿部さんの慰問

袋が届き、しばらく文通が続きました。そ

の後戦火が激しくなり、家財を戦火で失い

文通もとだえたままでしたが、昨年、写真の

整理中なつかしい阿部さんの写真をみつけ

「この写真にづいぶん勇気づけられた、お札

をいいたいu と上田市役所へ写真を郵送、

市職員がもしやと探し当て、この対面とな

りました。

慰問袋がとりもち、37年ぶりの対面
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海
で
思
い
切
り
泳
ご
う

7
月・

8
月
上
田
市
海
の
家
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設
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国
民
健
康
保
険
の

れ

好

1、
い

わ

愛

汁

て

-

行

き

恥

得

一

ゐ

で

つ

ドド

を

一

弘

館

さ

河

賛

一

dp

示

、

日

賞

-

級

展

に
川
町
の

械

合

会

口

民

一

d

総

示

約

市

務

立

展

品

の

sa

市

き

作

勢

J
d

で

つ

な

大

ま

さ

と

た

-

k

日

田

ご

れ

。

一

4

同

日

み

ず

た

一

日

第

の

と

し

・

た

者

お

ま

・

酔
4

・・・・・・・・・・・・・・・」

にぎわう能生海岸

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
好
評

の
「
上
田
市
海

の
家
」
を
谷
浜
海
岸
と

能
生
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。

今
年
は
、

七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
子
供
さ

ん
の
夏
休
み
な
ど
に
あ
わ
せ
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

五
月
の
土
石
流
出
に
よ
り
不
通
と
な

っ
て
い
る
国
鉄
信
越
線
の
「
妙
高
高
原

町
駅
」
と
「
関
山
駅
」
聞
は
、
パ
ス
連

絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
の
と

き
は
、
国
鉄
上
田
駅
案
内
係
へ
お

問
合

せ
く
だ
さ
い
。
(
宮
@
一
五
七
五
)

〈
申
込
方
法
〉

日
帰
り
の
場
合
は
、
当
日
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

宿
泊
の
場
合
は
、
遅
く
て
も
一
週
間

ぐ
ら
い
前
ま
で
に
、
直
接
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
(
七
月
中
は、

利
用

者
が
集
中
し
ま
す
の
で
早
自
に
申
込
ん

で
く
だ
き
い
)

〈
開
設
場
所
〉

民
宿
「
飯
田
屋
」

H
H
新
潟
県
上
越
市

大
字
長
浜
二
二
八
、
北
陸
線
谷
浜
駅
前

(
宮

O
二
五
五
⑬
二
一

O
こ

今

年

新

築
し
環
境
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

民
宿
「
か
な
は
ち
」

l
新
潟
県
西
頚

城
郡
能
生
町

一
七
区
。

北
陸
線
能
生
駅

か
ら
パ
ス
で
約
五
分
、

能
生
浜
停
車
場

下

車

(
宮

O
二
五
五
六
⑥
二
三
二
ハ
)

〈料

金

〉

幼
児
を

日
帰
り

(
食
事
な
し
)
大
人
八
百
円

小
学
生
以
下
六
百
円
。

宿
泊
(
二
食
付
)
大
人
三
千
円
、
小

学
生
二
千
七
百
円
。

〈
利
用
時
間
〉

日
帰
り
H
H
午
前
九
時
1
午
後
四
時
。

宿

泊

1
午
後
一
時

1
翌
日
午
後
四
時

〈
収
容
能
力
〉

飯
田
屋

1
日
帰
り
七
十
人
。
宿
泊
、

五
十
人
。

か
な
は
ち

1
日

帰

り

五

十

人
。
宿
泊

四
十
人
。

〈
お
問
合
せ
〉

市
民
課
生
活
係
(
宮
@
四
一

O
O内

線
二
七
六
有
線
②

O
七

O
こ

水
難
事
故
か
ら
守
ろ
う

マ
ツ
ペ

ル
ヲ
リ
ン
反
応
検
査
ム

右
手
に
接
種
、
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン

暑
い
日
が
続
く
水
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
幼
児
の
水
難
事
故
が
六
月

頃
か
ら
増
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

皆
き
ん
幼
児
の
水
遊
び
に
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
庭
の
池
に
は
、
サ
ク
や
網
を
し

宇
品

l
v
ょ
、っ
。

2
、
防
火
用
水
に
も
防
護
策
を
講
じ

宇
品

l
)
よ
、つ。

河
川
そ
っ
も
危
険
で
す
注
意
し
ま

『
』
一v
b
』，

、
「
J

。

。週

間
経
過
し
た

日

A 
Jι 

け

て

fご

さ

七
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ら
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

場~ 、 上健 田 市
康センター

地区

対象児 50年 6月生

7月

乳児 検 診 日 程 表

会場
上 田 市 健 康セ ン ター 広田支所二階会議室 福川祉西セ ン社タ会ー

Jt 
4か月兜 9か月児 1 ;1畳半児 4・9か月鬼 l途半児 1;歳半児

、
52年 10月生 51年12月生 51年12月生

坦 53年 3月生 52年10月生 52年 l月生 53年 3月 52年 1月 52年 1月

ー地ーー区←新ー市内 旧市内
唱!日市内 間!日市内

溢回全区 塩田全区 川西全区

」と上空白 ロ 268 28日 18日 25日 Il日

、っ。
2
、

犬
に
か
ま
れ
た
り
、
農
作
物
な
ど
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C 応 同人 十 昭た 十昭 象 寄 に 検 予民さ え!ノる保の提い月径月
G 検 歳 (二 和人三和者りよ公防川 日約も険被出被 -2
接査本史 年 四 。 年五 V のり」法皆 ii;i!ii:::!iC!iD艇の法保し保日紅白
種で阿茶九十 三 十 会行とにさ泌が で施険て険か tfLか

喜屋文型22 2言 空三 s;二滋逮J.l三国語重喜室長が白
けとで で十八 十十 受す c --，健滋怒防総民則 のしを察苧民
て 判 ツ未 日月 一月 けの G ツ 康 滋 認 さ 雄 総 健 に 更 て 医 を ケ 健

五雪之差 1E EE 7てZ23i実種震 きtL寝言t震
の に か でか ざ対接クるm:~を怒滋i 険い、さ関る 手険
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。がン。れ 同 生同 ν。者」ンめ様認 訴訟主保行民。窓は 9

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

七
月
か
ら
は
新
保
険
者
証
で
受
診

えつ-(11)一一一一昭和53年 6月16日 広報

険
者
証
と
遠
隔
地
被
扶
養
者
証
(
⑧
・

⑮
)
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
な
ど
は
、
六
月
三
十
日
で
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
、
六
月
二
十
八
日
頃
ま
で

に
新
し
い
被
保
険
者
証
な
ど
を
お
届
け

し
ま
す
。

四
歳
以
上

の
人
は
、

小
学
校
一
年

生
の
時
に
学
校
で
実
施
し
ま
す
の
で

そ
の
時
に
受
け
て
く
だ
さ
い

。

〈
接
種
方
法
〉

ツベルタリン・ BCG予防接種目程表

マ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
ム

右
手
に
接
種
、
昨
年
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン

を
受
け
た
人
は
左
手
に
接
種
し
ま
す
。

マ
B
C
G
ム

今
固
め
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
判
定
結
果

が
陰
性
の
人
に
接
種
。

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G

接
種
を
e

受
け
ら
れ
な
い
人
〉

ー
、
い
ち
じ
る
し
い
栄
養
障
害
者

2
、
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者

3
、
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

4
、
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用

者
5
、
結
核
そ
の
他
の
疾
病
め
予
防
接
種

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ト
が
認
め

ら
れ
た
人

6
、
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

〈
そ
の
他
〉

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は

し
ょ
、
フ
。

1 しつじつな筈害へ ー 。~ い一
、まてゆてど防をの犬 0 ・0 裟 .内保お母 。週

犬し 他 ういの止防被に・線健 問 子 間
は F人ぶる運月止害よ ・は。二予 合健 経
い にん人動間すがる。 。男ヲ八防せ 康 過Z。迷理はを」る増危 6 な九課〉 手 し

惑 解、 実とたえ害 月 ぃ有保 帳 た
をしこ 施しめ て事 実 。ぷ 線健 を 日

、のして六い 武書 :ま蚤②係 お に
け次月ま、月ま 開 。。じ飼。 O~ 持
・の 間す野 いす農 0.まえミ七宮 ち け
い事の 。犬つ。 作iE、む I 二@ く て

ま よ項趣犬のぱこ 物甥 'ヲ':};:;::;:;:::一 四 だ く

うを旨を一日めな 閉 任。~ー さ だ

よ に守を飼掃犬犬ど川 o 勺 き

ツベルク
判B C 定G 会士会名 対象地区 リン

検反査応日
接 種 目

下青木公会堂 神川

川辺町会 館 川辺、泉田 6月(火2)7日 6 月附29日

上野が丘公民館 神科

北常国公会堂 東部

上塩尻公会堂 塩尻 6月28日 6 月幽30日
附

市役所塩田支所 中塩田

市健康センター 南西部部、中央

森公 民館 豊殿

三好町会 館 城下
7月(刈4日 7 月附6 日

市役所塩田支所
東塩塩所田、
西~IJ 国

新田区民会館 北部、西部

福川祉西セ ン社タ会ー 川西 7 月嗣5 日 7 月樹7 日

農協神川支所 神川

、
司

J

2

犬
に
か
ま
れ
た
り
、
農
作
物
な
ど

に
被
害
を
受
け
た
ら
保
健
所
へ
届
け

ま
し
ょ
う
。

3
、
犬
を
つ
な
い
で
お
く
場
所
は
、
、

つ
も
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4
、
春
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
所
、
上
田
市
、
上
小
飼
犬
管
理

対
策
協
議
会
、
上
小
獣
医
師
会
は
、
犬

害
防
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
次
に
よ
り

「
犬
と
猫
」
め
避
妊

・
去
勢
手
術
を
行

い
ま
す
。

避
妊
す
る
と
雄
が
こ
な
く
な
り
、
去

勢
す
る
と
興
奮
し
た
り
、
人
を
か
ま
な

く
な
り
ま
す
。

と

き

1
六
月
二
十
八
日
附
、
二
十
九

日
刷
。

と
こ
ろ

1
上
回
合
同
庁
舎
北
側

料

金

1
一
頭
に
つ
き
避
妊
手
術
一
万

円
、
去
勢
手
術
五
千
円
。

申
込
先

l
上
回
保
健
所
、
市
役
所
公
害

課
環
境
指
導
係

そ
の
他
M
M
手
術
時
間
な
ど
く
わ
し
く
は

申
込
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

お
問
合
せ

1
公
害
諜
環
境
指
導
係
(
宮

@
四
一

O
O内
線
二
九
固
有
線
②

O

六
七
二
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内
福
祉

a

年
一一金
一受

。給
者
の
…イト
eW

5
9
2

制。パ
J

パ一
0

・仁川山一
定
期
-
預
貯
金
縦

十
金
利
据
川
町
一
置
。髭

滋
-
j
治

/
e

j
v
J
U
J
1
1一期
間
延
長
♂

金
利
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
預
貯

金
の
金
利
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
の
定
期
預

金
は
、
特
別
措
置
が
取
ら
れ
金
利
据
え

置
き
の
ま
ま
、
取
扱
い
期
間
も
次
の
よ

う
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人
で
預
貯
金
を
さ
れ

る
予
定
の
皆
、
ん
は
次
の
期
間
中
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
金
融
機
関
関
係

l
十
一
月
十
五

ま
で
。

え

申課幽す者プ 口預定郵
弓込へ午の講で上 ・e・::::¥::¥+.7:: 貯期便
具ん申後で習は回 数金預局
なで込三、会、ア。:初 ?認。 .1¥: -1] 限貯関
どく書時希を昨 I 安一度金係
はだとま望今年チ怒 1・ま人額手IJ 11 
用き参で者年行エ香川 __: .11 率十
意い加にはもいリ議 0・'){ 口百 11

し 。料教、次好|雲楽涼 万年月

ま 千育六に評 ( 室長ーを 円六二
す 円委月よた洋宮本 !。 ま・十

の を員二立 つ豆 開書 ~ で七日
で 添会十行た ι~).??{:::: 五ま
初 え体三い初クおに日 %で
め て育臼ま心ラ

て
の
か
た
も
気
軽
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

資

格

1
中
学
生
以
上
で
年
齢
性
別
は

聞
い
ま
せ
ん
が
、
三
十
名
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
。

と

き

l
六
月
二
十
五
日
日
午
前
十
時

か
ら
(
雨
天
の
場
合
は
中
止
)

と
こ
ろ

l
上
田
市
営
陸
上
競
技
場

お
閉
会
せ

1
体
育
課
体
育
振
興
係

(
宮

@
四
一

O
O
内
線
五
五
五
)

訂
正
お
わ
び

六
月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
第
七

六
八
号
、
野
菜
づ
く
り
の
楽
し
き
味
わ

う
の
上
室
賀
地
区

j
i
-
-
-
は
、
下
室
賀

地
区
:
・
:
:
:
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ー第 769号 (貯縦縦)一一広報

一
最
近
「
職
業
安
定
所
」
の
名
を
つ
北
信
の
職
業
安
定
所
の
了
解
を
得
て
ま
た
、
職
業
安
定
所
の
職
員
で
あ
一

一
か
つ
て
、
求
人
広
告
の
勧
誘
を
行
っ
い
ま
す
。
ム
ム
新
聞
へ
求
人
広
告
を
る
か
の
よ
う
な
言
葉
で
「
申
込
ま
れ
一

一
て
い
る
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
職
業
掲
載
す
れ
ば
、
一
件

O
万
×
千
円
で
て
い
る
求
人
が
な
か
な
か
充
足
で
き
一

一
安
定
所
で
は
「
広
告
勧
誘
」
や
「
広
募
集
で
き
ま
す
」
と
勧
誘
し
て
き
ま
す
。
な
い
の
で
、
良
い
方
法
が
あ
り
ま
す
一

…
告
勧
誘
の
許
可
」
な
ど
は
、
い
っ
き
こ
の
電
話
を
受
け
た
企
業
で
は
、
か
ら
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
勧
誘
…

し
て
き
ま
し
た
が
、
応
対
し
た
企
業
一

…

「

職

業

安

定

所

」

を

名

の

る

が

お

か

し

く

思

い

一

一

、

一

一

一

質

問

し

一た
ら
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
一

…

求

人

広

告

勧

誘

に

は

注

意

し

よ

う

こ

の

よ

っ

に

、

「

職

業

安

定

所

」

二

者
ら
し
き
い
い
回
し
ゃ
、
了
解
を
得
一

一
い
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
求
人
広
遠
方
へ
の
求
人
広
告
の
予
定
が
な
か
て
い
る
な
ど
職
業
安
定
所
が
か
か
わ
一

一
告
を
予
定
し
て
い
る
企
業
の
皆
き
ん
っ
た
の
で
断
り
ま
し
た
が
「
職
業
安
っ
て
い
る
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
て
も
…

…
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
定
所
の
了
解
を
得
て
:
・
:
」

の
言
葉
話
し
に
の
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
…

こ
の
業
者
の
手
口
は
、
電
話
で
名
が
あ
っ
た
た
め
職
業
安
定
所
に
問
い

だ
さ
い
。

一
を
な
の
り
「
職
業
安
定
所
へ
求
人
申
合
せ
、
悪
質
な
勧
誘
で
あ
る
こ
と
が

〈
上
回
公
共
職
業
安
定
所
〉
一

一
込
を
し
て
い
ま
す
ね
、
当
社
は
、
東
わ
か
り
ま
し
た
。

ヴ

増九数在査はる二 i 

j 出荷 額 は16.9%の伸び TU二日と日 ;
掌結十百上+=>

j 従業員はわずカ 0.7% 泊叶日
す十は比十二の現工 i

j く52年度工業統計調査結果〉 ま交青ぺ貢霊室杢義 j
た、七事三所業の計 i

j| | | | | | | 、O 千業十での結調 i
i I I 現・百所一前事果査 l
1 ~r--------l事業所数!従業者数|現金給与額!原材料使用額 l 製造品出荷額| 露支字詰品請書:宇;

! I昭和5附 | 人! 万円| 万円 | 万円 I~~h~~~~tzí |工業調査 1992 1 17.071- 2.895:O7I 1 8.858:606 114.963.79'3' I ハ 意製九十与;

工昭和業5調2年査 992 17，199 3，111，868 10，132，558 17，492，583 

増(52-加5数1) 。 128 I 216，797 1，273，952 2，528，790 

トーー

増(52加/5率1) 100.0% 100，7% 107.5% 114.4% 116.9% 

150) 

103) 

47) 

111) 
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